１/２９－３０　仙台沿岸部被災地支援
東京支部　櫻井聡之
＜経緯について＞

この始まりは建築学会居住小委員会に所属する新井信幸氏（私の大学時代の恩師）が企画したものです。委員会の企画で新井氏が係わっている宮城県仙台市沿岸部の被災地での勉強会、ワークショップの手伝いという形で参加させてもらいました。
＜行動記録＞

２０１２年１月２９日（日）

　夜行バスにて仙台入り
１５：００〜１７：００　①南蒲生地区まちづくり勉強会（岡田西町公園仮設住宅集会所） 

１８：３０〜２０：３０　②東六郷三本塚地区住まいまちづくり学習会（六郷市民センター）
２０１２年１月３０日（月）
１０：００〜１２：００　仙台沿岸被災地視察
１３：３０〜１６：３０　③あすと長町仮設住まいまちづくり学習会（あすと長町仮設住宅集会所）
１７：００〜１８：００　早めの夕食
１９：００〜２１：００　④荒浜復興まちづくり実行委員会・現地再建を検討する分科会
　夜行バスにて帰京

＜足跡＞
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①南蒲生地区まちづくり勉強会「復興まちづくりワークショップ」
日時：１／２９（日）１５時〜１７時　　会場：岡田西町公園仮設住宅集会所
プログラム
第０部　アンケート結果報告＋意見交換：２０分
第１部　幻燈会（講演）：住民主体のまちづくりとは：４０分　延藤安弘（愛知産業大学・教授）

〜熊本もやい住宅Ｍポート、宇治あじろぎ横丁〜
第２部　復興・暮らしの再建に向けて語り合おう！ワークショップ：６０分
　　　《語り合うテーマ》
◎復興・再建に向けて、こんな不安・不満・分からない点がある
◎こんなまち・住まいに暮らしたいな
◎南蒲生の魅力、未来に継承したい点
「どちらかと言えば移転を検討したい」「どちらかと言えば現地再建したい」「どちらともいえない・わからない」の３テーブルに分かれ、上記のような点について話し合う。地域居住委員会のメンバーのうちの誰かが、各テーブルにファシリテーターとして参加する。最後に各グループから内容の発表を行う。
　移転希望テーブル：約１５名
　現地再建希望テーブル：約１５名
　どちらとも言えないテーブル：約１０名
参加者：岡田西町公園仮設住宅にお住まいで、南蒲生地区の元住民の皆さん約４０名＋外部からの参加者。
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	延藤先生による講演（幻燈会）の様子
	話し合った内容をグループごとに発表

	[image: image4.jpg]



	[image: image5.jpg]




	延藤先生によるまとめ　各項目の一文字目に着目
	岡田西町仮設住宅　玄関に風除室が設置されている


WS後に各グループから発表された意見：
＜移転希望テーブル＞
· 恐怖心が消えない、海を見るのもつらい。
· でも移転といっても何も決まっていない、同じ地区内で比較的被害が少なかったところに動くのでも良い。
· とにかく安心な家が早く欲しい。
· 移転したいのに、災害危険区域の指定から外れてしまった。
＜現地再建希望テーブル＞
· （このテーブルの人全員が）農家であり、移転するとできなくなるため、現地再建しか選択肢がない。
· 戻りたいが、安全に住めるという保証が無いと不安。孫の世代も安心して住めるのかどうか。
· 農地の地盤沈下や、塩水の影響、また体力的な問題など、農業の再開にも不安は大きい。
＜どちらとも言えないテーブル＞
· 移転先の場所、時期、資金、集合住宅か戸建てか、公的補助は、などの色々な要素が関係して、決められない。
· 自分の住むところが定まって初めて復興が始まる。まだまだその段階には至っていない。
· 災害危険区域のラインが変更されたことによる混乱、不満がある。
②東六郷三本塚地区まちづくり勉強会
日時：１／２９（日）１８時３０分〜２０時３０分　　会場：六郷市民センター
プログラム
第１部：事例紹介
・幻燈会〜神戸・真野ふれあい住宅〜：３０分　延藤安弘（愛知産業大学・教授）
・新潟県中越地震における山古志復興住宅について：２０分　三井所隆史（みいしょ計画研究所）
第２部　住まいまちづくりヒアリング調査中間報告：６０分　石井山竜平（東北大学教育学部・准教授）
三本塚地区の住民の皆さんが進めておられる聞き取り調査（状態調査）のお手伝いをしている。アンケートでは答えられない、個別の事情や世帯内での意見の相違といったこと、ヒアリングによってこそ拾い出すことができる。これまでに、１月中の２日間で２０人に対して一人あたり１時間半程度の聞き取りを行った。住民の皆さんは、本当は今も近くにいる元地区内住民全世帯にヒアリングしたいと考えている。
参加者：東六郷三本塚地区の元住民の皆さん約５０名＋外部からの参加者。
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	東六郷三本塚地区まちづくり勉強会　会場の様子
	石井山先生による詳細なヒアリング活動の内容紹介
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	ヒアリングを通して見えてきたこと
	最後はやはり延藤先生によるまとめ「さんボンづか」


意見交換
· （６０代？女性）聞き取りする側とされる側を両方体験した。他の人の話をここまで詳しく聞く機会これまで無かった。他の人の話を聞くことで、自分自身の置かれている状況についての理解も深まったように思う。家族の大切さ、感謝を実感した。この活動はぜひ続けたほうが良いと思う。
· （３０代？男性）この地区の復興に向けた活動を引っ張っていく存在だった自分の父が、昨年１０月に突然亡くなってしまった。父の関係からこの聞き取り活動に加わることになったが、初めは面倒だと思っていた。しかし参加してみて他の人たちの考えていることが非常に参考になった。自分と違う思いを抱えている身近な人の話を詳しく聞くことは、まちの将来を決めていく中で非常に意味のある活動だと感じているので、ぜひ続けていきたいし、皆さんにも協力していただきたい。
③あすと長町住まいづくり勉強会
日時：１／３０（月）１４時〜１６時　　会場：あすと長町仮設住宅集会所
プログラム
第１部：事例紹介
· 幻燈会〜神戸・真野ふれあい住宅、ユーコート〜：３０分　延藤安弘（愛知産業大学）
· 菜園付きコーポラティブ住宅「さくらガーデン」：２０分　藤岡泰寛（横浜国立大学）
・新潟県中越地震における山古志復興住宅について：２０分　三井所隆史（みいしょ計画研究所）
第２部：住宅づくりの進め方について意見交換：２０分
参加者：あすと長町仮設住宅にお住まいの皆さん約１０名＋外部からの参加者。
今回訪れた他の３地区のまちづくり勉強会とは違い、この仮設住宅にお住まいの皆さんは、特定の地区から来られたわけではなく、色々な地区から集まって来られている。
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	会場であるあすと長町仮設住宅の集会所
	新井研の活動により個別にカスタマイズされた収納

	[image: image12.jpg]



	[image: image13.jpg]WL

WAL, ABHORAE 2y

Gidapn o~ g
5
o

TEe= e
Fouriige

ettty

e ’3&»%&&“;.1 o,

o






	勉強会の様子
	集会所の掲示板　体操教室や茶話会、ボランティアの活動などの予定が毎日のように書き込まれている


（参考）「仮設カスタマイズお助け隊」の活動について
　あすと長町仮設住宅では、今回のツアーのコーディネーターである新井信幸先生の研究室が中心となって、仮設住宅の入居が始まってまだ間もない昨年５月頃から、手作りの収納作りのお手伝いを行っている。各居住者の要望に応じて、収納や庇、縁台や室内の棚等の制作と設置を、居住者の皆さんと共に行っている。
④荒浜復興まちづくり実行委員会・現地再建を検討する分科会
日時：１／３０（月）１３時〜２０時３０分　　会場：荒井小学校仮設住宅集会所
・分科会の委員を進行役とするフリートーク
· 新井研４年生・卒業設計「イナサそよぐマチの復興計画」発表
参加者：現地再建を検討する戻りたい分科会のメンバー約１５名＋外部からの参加者。メンバーはほとんどの人がこの仮設住宅にお住まい。少しだけ、周辺のみなし仮設にお住まいの方もおられる様子。
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	会場である仮設住宅の配置図
	荒浜・戻り分科会の様子
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	希望の黄色いハンカチプロジェクト
	戻り分科会の方が立てた看板
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	新井研４回生の卒業設計作品
	卒業設計作品の発表に聴き入る住民の皆さん


この地区の経緯：
　荒浜地区は、昨年７月に「荒浜復興まちづくり実行委員会」を立ち上げ、毎週のように話合いを続けてきた。情報・判断材料が極端に乏しい中での話合いは、自己主張の場となりがちで、議論が噛み合ない時期が続いたが、徐々に、移転を中心に検討したい人と、現地再建を検討したい人との違いが顕在化しはじめた。そのため10月からは「移転を検討する会」と「戻りを検討する会」の２つの分科会が設けて議論を進め、月に１度全体会で情報交換する形となった。
　「移転を検討する会」は、元々検討されていた荒井南地区の区画整理事業の地権者との関わりを深めることで、移転候補地として具体的な検討が進められ、北海道大学の森傑先生等のサポートや、仙台市による借地料の30～40年分を市が負担するといった支援策が早期の移転の後押しをしている。
　一方、「戻り（現地再建）を検討する会」の方は、市長に反対の要望書を提出していた荒浜地区全域の「災害危険区域」（住むことができない地域）指定のための条例改正が12月16日に議会で可決されたことで、目指す道が事実上閉ざされた形となった。
　視察の前日である１月２９日には、「移転を検討する会」が分科会から発展し、独立した組織として「荒浜移転まちづくり協議会」を設立し、戻り分科会との関係はますます希薄になっている。
議論の内容：
報告事項
· 「連絡先」アンケートについての返信数　‘戻り組’リストに名を連ねた数現在56名。
· 「希望の黄色いハンカチプロジェクト」進行状況について
相談事項
· 行政訴訟について
· 公開質問状について
· 地域づくり支援事業（専門家派遣事業）について
＜参加しての感想＞
4箇所の仮設に訪問して勉強会、ワークショップの手伝い、支援を行ってきました。

南蒲生仮設では、3班に分かれてワークショップを行ったわけですが、そこまでぴりぴりとした雰囲気でもなかったように思います。どの班でも、再建するために安心できる場所、住宅なりが必要不可欠だとの意見が多く聞かれました。やはり失った生活を取り戻すことが最優先であると思いました。

また、どの仮設も周辺については見ることができず、どのような生活、いま困っていることの相談といった活動はできませんでした。
現地で活動していくために、法的なこと、技術者としてのスタンスと地元建築者との協力関係がかかせないものだなと改めて思いました。ワークショップでも、法的な話、農地を売りたい、高齢で農業ができないという意見もありました。新たな農地の活用についても検討しないといけないようです。

参考ＵＲＬ
トウホク復興ブログ

http://ameblo.jp/no-arai/
希望の黄色いハンカチ大作戦

http://yellowarahama.at.webry.info/
ＲＥ：プロジェクト

http://re-project.sblo.jp/
